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自
民
党
の
歴
史
的
な
大

勝
を
受
け
て
、い
よ
い
よ
高

市
首
相
が
言
い
続
け
て
き
た

「
日
本
列
島
を
強
く
豊
か
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
具
体
的
な

施
策
と
し
て
動
き
出
し
ま

す
。

　

今
回
の
衆
院
選
で
の
「
中

道
」の
壊
滅
的
敗
北
は
、
国

際
秩
序
の
破
壊
を
企
て
る

中
国
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
か

の
よ
う
な
旧
民
主
党
勢
力
に

よ
る
姿
勢
に
、
多
く
の
国
民

　

そ
う
し
て
３
１
６
議
席
を

得
た
自
民
党
で
す
が
、
そ
の

中
に
は
自
民
党
の
本
分
（
本

来
尽
く
す
べ
き
責
務
）
を
忘

れ
、
石
破
政
権
下
で
党
を
瓦

解
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ん
だ

左
派
勢
力
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
岩
屋
毅
元
防
衛
大
臣
な

ど
は
、
さ
っ
そ
く
「
（
高
市
政

権
が
）
間
違
っ
た
方
向
に
行

き
そ
う
な
と
き
に
は
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
」
と
反
旗
を
掲

げ
、
反
高
市
グ
ル
ー
プ
の
結

成
を
宣
言
し
ま
し
た
。
テ
ロ

に
倒
れ
た
安
倍
晋
三
元
首

党
内
に
潜
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監
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よ
！
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潜
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朝
日
新
聞
は
１
２
日
付
朝

刊
１
面
ト
ッ
プ
で
、
今
回
の

衆
院
選
で
当
選
し
た
国
会

議
員
の
９３
％
が
「
改
憲
賛
成

派
」
だ
と
す
る
記
事
を
載
せ

ま
し
た
。
同
紙
と
東
大
法
学

部
の
谷
口
将
紀
教
授
（
現
代

日
本
政
治
論
）
の
研
究
室
と

の
共
同
調
査
に
よ
る
も
の

で
、
前
回
令
和
６
年
秋
の
衆

院
選
の
６７
％
か
ら
急
増
し
た

と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
投
開
票
前
に
各

候
補
者
に
対
し
て
「
い
ま
の

憲
法
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
か
」
と
質
問
。
全
て
の
当

選
者
４
６
５
人
の
う
ち
、
事

前
回
答
し
て
い
た
４
３
０
人

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
分

析
し
ま
し
た
。「
ど
ち
ら
か

　

一
方
、
共
同
通
信
は
婚
姻

に
伴
う
改
姓
に
関
し
て
３
択

で
質
問
。
結
果
は
、「
同
姓

を
維
持
し
つ
つ
、
通
用
使
用

の
機
会
を
拡
大
」
６
３
．

８
％
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓

を
導
入
」
２
４
．
８
％
、「
現

９
３
％
が
改
憲
派　

８
割
は「
自
衛
隊
明
記
」

９
３
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が
改
憲
派　

８
割
は「
自
衛
隊
明
記
」

と
言
え
ば
」
を
含
む
「
改
憲

賛
成
」
が
９３
％
な
の
に
対
し
、

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
」
を

含
む
「
改
憲
反
対
」
は
３
％

で
し
た
。

　

各
党
別
の
「
改
憲
賛
成
」

の
割
合
は
、
自
民
９９
％
、
維

新
１
０
０
％
、
国
民
民
主

９６
％
、
参
政
９３
％
、
チ
ー
ム
未

来
７３
％
、
中
道
５８
％
。「
反

対
」
は
共
産
・
れ
い
わ
１
０

０
％
で
し
た
。
ま
た
、
改
憲

項
目
別
で
は
「
自
衛
隊
保
持

の
明
記
」
が
８０
％
で
最
も
多

く
、
緊
急
事
態
下
の
議
員
任

期
延
長
」
が
６４
％
で
し
た
。

　

共
同
通
信
も
１
１
日
、
今

回
の
衆
院
当
選
者
の
う
ち
４

０
３
人
か
ら
得
た
回
答
で
、

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
」
を

含
む
８
１
．
１
％
の
議
員
が

「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存

在
を
明
記
」
に
賛
成
し
て
い

る
と
の
記
事
を
全
国
の
地
方

紙
な
ど
に
配
信
し
ま
し
た
。

が
疑
問
を
抱
い
た
結
果
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、

オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
に
毒
さ

れ
な
い
若
い
世
代
は
、
高
市

首
相
に
口
汚
い
批
判
を
浴
び

せ
る
だ
け
の
彼
ら
に
、「
も

う
、う
ん
ざ
り
」と
い
う
感

情
を
抱
い
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
対
し
て
、
高
市
首
相

は
「
希
望
あ
る
未
来
は
待
っ

て
い
て
も
や
っ
て
こ
な
い
」と

人
々
を
鼓
舞
し
、
夢
を
与
え

ま
し
た
。

相
を
「
国
賊
」
と
罵
っ
た
四

国
・
愛
媛
の
国
賊
も
そ
う
で

す
。

　

高
市
政
権
が
め
ざ
す
憲

法
改
正
、
皇
室
典
範
改
正
、

旧
姓
使
用
法
制
定
な
ど
に

立
ち
塞
が
る
の
は
弱
体
化
し

た
「
中
道
」
な
ど
で
は
な
く
、

「
獅
子
身
中
の
虫
」
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
私

た
ち
は
も
っ
と
強
く
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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行
制
度
を
維
持
」
７
．
４
％

で
し
た
。
こ
れ
は
、
各
種
の

世
論
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
結

果
で
あ
り
、
旧
氏
（
旧
姓
）

の
通
称
使
用
の
法
制
化
に
向

け
た
高
市
政
権
の
動
き
を
強
く

後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
共
同
は
こ
れ
ま

で
、
一
般
国
民
を
対
象
に
し

た
世
論
調
査
で
は
「
選
択
的

夫
婦
別
姓
」
に
「
賛
成
」
か

「
反
対
」
か
の
二
者
択
一
で

し
か
質
問
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
昨
年
６
月
の
世
論
調

査
発
表
で
初
め
て
「
３
択
」

で
国
民
に
訊
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を

含
め
、
メ
デ
ィ
ア
自
体
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
配
信
の
「
デ
イ

リ
ー
新
潮
」
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
!
」
に
前
掲
の
見
出
し
の

記
事
が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。
椎
谷
哲
夫
・
皇
學
館
大

學
特
別
招
聘
教
授
の
論
考

で
す
。
常
軌
を
逸
し
た
悪
意

の
あ
る
「
秋
篠
宮
家
」
へ
の

バ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
批
判
、
愛
子

天
皇
論
の
誤
謬
な
ど
を
説

き
、
安
定
的
皇
位
継
承
の
た

め
の
旧
宮
家
末
裔
の
男
系

男
子
に
よ
る
「
皇
族
養
子

案
」
の
必
要
性
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
メ
ー
ル
や
プ
リ

ン
ト
で
、友
人
や
知
人
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

https://hirakawacho.info/wp-content/uploads/2026/02/hirakawachou_R80215.pdf



